




























松平文庫の『撰集抄』は 九巻、説話の数は一二一話、説話題目は、各巻の初めに並べて書いてあるので、それを除いて、本文 行数だけで、五二二一行、一行の字数が二三～二五字程度、何十種もの諸本と一文字ずつ比べるのは、容易なことではありません。共同研究でなければ、とても出来ない仕事です。 」
Ｂ「ご所蔵の方々のお許しを得て拝見出来る限りの写本・
板本の本文をこうして全員で一 字ずつ比べて 最後問題になるのは、古態を残す橋 進吉氏旧蔵本と 松平文庫本の 文。 」
Ａ「皆で比べてみると、松平文庫本『撰集抄』の本文は、




































ける」と、うた かけると、釣り 翁も、すっかり連歌に心を入れ込んで あまのしわざもいとまなの世や」と付けます。
　　
やがて、西行と西住の二人は、釣りの翁の粗末な家で















本）の『撰集抄』か何か使っておら たようですが 近衛本の本文は、古態を残す松平文庫本や橋本進吉旧蔵本とは歌が微妙に違っています。西行らしき人物が、釣りの翁に、 「難波人
 いかなる江にか
 くちはてん」と、う
























忍恋をよめる」として収められていて、 恋の歌としては、航路標識の 澪標（みをつくし）と「み（身）をつ（尽）くし」に懸けたきれいな歌調でいいですよ。 」
Ｂ「でも、殺生が嫌で出家しようと思っている人に「みを
つくしつつ とする恋の歌は合いませんよ。釣りの翁の付けた句としては「しづめつつ の方が、長年の殺生から苦海に沈むことへの恐れ か、いろいろ連想出来て、この場に合う気が ますよ。 『撰集抄』 作者は、良経の歌をわざと一部変えて、釣りで殺生を重ねる翁が付けたことにして、 「身を沈めつつ」として文を作ったのに、後に、 『新古今和歌集』の歌をよく知っている鈴鹿本・近衛本系統 書写者が、逆に、 「しづめつつ」は誤写考えて、どこかの段階で『新古今和歌集』にある くしつつ」の形に訂正したつもりだったのでしょ？」
Ａ「橋本氏旧蔵本と松平文庫本の本文を、一番原本に近い
と信じているあなたらしい発想ね。 」
Ｂ「この良経のこと、もう少し知りたいけれど…。 」Ａ「 摂政太政大臣」 「後京極摂政」 「後京極摂政前太政大












































































  行」 と、 その同行者 「西
  住」 の二人から、


















たいのですか？。まあ、世間でいわ る自分 呼び名を利用するのも悪くはないけれど 」
Ｂ「あり得ることです。慶政は自著『比良山古人霊託』に
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も自分の名を出していますし、 『撰集抄』の本文中には二回も「閑居の友」と う言い回しが見られますし、同じ手法でさりげなく 「西山聖人」 も出したのかとか、 次々、想像が膨らんで困ります。 」
Ａ「慶政は、十七歳の頃お父さんの良経と死別しています
が、 良経からいろいろ書物も受けられそうだし、 身近に、参考にしたい和歌、仏書など沢山あったと考えたくなります。 『閑居友』執筆は、三十三歳前後？」
Ｂ「お父さんの歌ならいいと思って、字句を変えたり、西













































らみれば、 元暁の著と言われている から、慶政の『閑居友』へ、更に、明恵は、その影響を受けて『光明真言土沙勧信記』へ、 そして、 『撰集抄』作者も、 『閑居友』から引用したというか、同じように利用した いうか、そのように考えてもいいでしょう。しかし 元暁に傾倒していた明恵のこと から この文言 関しては明恵から慶政に何 かの形 伝わっていたか れません。 」
− 60 −
Ａ「明恵と慶政の間柄はどのようなの？」Ｂ「慶政と明恵の二人の間には贈答歌も残っています。二











は、一つには『閑居友』は慶政著ということと、もう一つ『撰集抄』の現存本の中では、橋本進吉氏旧蔵本・松平文庫本の本文が一番原本に近いということが前提の想像ですから…。残念ながら、 他に確たる証拠もなく「 『撰集抄』は、 慶政作」とも言えないでしょ？
 それにしても、
まあ、 不思議な夢でした。次は 『撰集抄』 の原 がひょっこり出て来た夢にしたいものです。 」
（やすだ
　
たかこ）
